
地域づくり懇談会

日時 平成３０年７月３日〈火〉
場所 城北地区公民館 ２階

平成２５年シンボルマーク制定
城北愛と絆を深める
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城北校区 年齢階層別（推定）人口

２０１６年６月 現在

４８７０人

５２７０人

団塊の世代

アラフォー世代

＊城北地区が出
来た頃に生まれ
た年代

城北地区統計
■人口 ：7294人
■世帯数：3043世帯
■加入率：70.8％
■人口変動率：- 8,2％

千代水地区統計
■人口 ：4900人
■世帯数：2165世帯
■加入率：23.2％
■人口変動率：＋21,4％
■校区：城北,賀露,世紀
■昭和５６年に城北公民館

分館「千代水会館」
平成６年「千代水地区公民館」

■城北地区行事に多数参加
＊「公民館だより」配布



城北校区（地区）の現状 【人口】
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城北校区の年齢層別人数
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約１万人

増加傾向ではあるが（少子化）
老年人口の増加（高齢化）
城北地区の老年人口（65 歳以上）
の割合は、２０.６％、１５年後以降

には急激な高齢化が進行すること
が予測されます。

城北校区
65 歳以上の割合
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年少人口
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１５年後の年齢層別人口



避難場所一覧 《屋内》

【城北小学校備蓄品の内容】 ＊備蓄品数量は、市内一律。
トイレットペーパ：８ロール、簡易トイレ：２個、トイレ用凝固剤：２００回分、
紙おむつ：大人用１２０・子ども用４０、生理用品：５０個、毛布：２００枚、
医療セット：７、ブルーシート：１００枚、ロープ：１０巻



国立研究開発法人

防災科学技術研究所

今後３０年以内に、城北地区は震度５強以上

の揺れに襲われる危険性 ３３．２％



城北地区の防災の現状
避難行動要支援者対象リスト

（Ｈ２８，２，１現在）
町（区）名 人数
青葉町１丁目 ４５
青葉町２丁目１区 ３６
青葉町２丁目２区 ３８
青葉町２丁目３区 ４
青葉町３丁目 ６１
田園町３丁目 ７６
田園町４丁目 ７７
田園町４丁目東 １３
松 並 町 １ 区 ２６
松 並 町 ２ 区 ３２
松 並 町 ３ 区 ８
松並町２丁目北 １１４
田 島 ５７
北 町 １６
美 咲 町 ７１
東 秋 里 ５６
秋里タウン西 １００
秋 里 ４６
丸 山 西 ５４
丸 山 町 大 星 ３７
南 城 北 ７５

計 １０4２ 人

【城北地区住民の指定緊急避難場所(屋内)】
名称 所在地 収容人員 適用性

洪水 土砂 地震 津波
城北体育館：丸山町３１０－１ 280人 ○ × ○ ○
地区公民館：田園町4丁目２２３－１ 110人 × ○ × ×
城北小学校：田園町4丁目３２４ 1300人 × ○ ○ ○

【指定避難所】
鳥取市武道館：東町1丁目３２６ 540人
久松小学校：東町２丁目２０１ 1050人

城北地区 指定緊急避難場所(屋内) 

約10000人 1680人分

＊老年人口：2622人

■避難場所の確保〈民間施設との借用協定〉
■住民避難の方法をみんなで理解しておくこと

課題

町
内
会
未
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入
者

と

連
携
で
き
な
い
！

29,2％



地域の「防災資源」結集に向けて

【目的】災害時の城北地区住民10,000人の生活支援拠点（避難所）の充実
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災害想定訓練の実施 災害想定訓練の実施

地域の関係団体と連携
＊横のつながり

防災対策協議会
民生児童委員
社会福祉協議会
（愛の訪問員・隣組）
婦人の会 等

民間避難場所借用協定

生活物資の調達協定

収容スペース（駐車）借用協定

住民の輸送協定

城北地区避難所運営マニュアル

https://pbs.twimg.com/profile_images/514652976149835776/xnOWDiNg.png


訓練内容（８／２６）
連携団体 《役員数３９５人》

・城北地区防災対策協議会（城北地区２１町内：自主防災会）・民生児童委員協議会
・となり組福祉員連絡協議会 ・愛の訪問員連絡会 ・婦人の会 ・城北小学校（施設協力）
・防災リーダー（登録者） ・まちづくり協議会（環境・安全部会）・防災人材バンク登録者

いっとき しゅうごう ばしょ

(1)要支援者・住民避難誘導訓練 （各自主防災会単位） ＊「一時集合場所」集合訓練

＊声かけ確認（災害情報伝達、安否確認、避難経路）
(2)避難所開設訓練 （指定緊急避難場所（屋内）：城北小学校） ＊協力：県危機管理局

ア 施設開錠、資器材準備訓練
イ 施設の安全確認訓練
ウ 受付設置・避難者受入訓練
エ 駐車スペース、走行路確保訓練
オ 居住組行動・避難スペース区画分け・避難所ルール掲示訓練
カ その他

(3)防災資器材の使用訓練 ＊協力：日本赤十字社・東町消防署
ア 投光器・発電機駆動訓練
イ 簡易トイレ設置訓練 ＊簡易トイレ、屋外災害時用トイレ
ウ 段ボールベッド、間仕切り、プライバシーテント、＊申請許可されれば
エ 防災倉庫格納備品確認及び物資搬入 ＊搬入路確保
オ 消火訓練 ＊粉消火器等使用しての鎮火体験

(4)米炊き出し訓練 ＊ハイゼックス包装食 ＊協力：日本赤十字社
(5)訓練振り返り

＊目標：災害遭遇時の住民避難プロセスの検証
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城北地区の「まちづくり」の考え方

【城北地域の課題】

地域防災・防犯、環境、子育て家
庭支援、健康づくり、学校支援
etc.）

地域課題に対し、縦割りで様々な行政部局（各分野）から
個々に支援（財政）いただくよりも、「まちづくり協議会」に
一本化して、「協働推進課」を通して支援をいただいた方が、
効果的（選択と集中）で、持続可能な活動を展開しやすい。

目指すべき姿
住民と市行政の協働によるまちづくり

住民

子育て家庭支援

町内会

健康づくり
疾病予防・健康増進・
介護予防

防災・防犯
交通安全

福祉
医療・介護・住まい

住民の力を結集して課題を
解決する（地域力）企業 学校

まちづくり協議会

社会教育

まちづくりに関わる
相談窓口（協働推進課）

住民自治の意識・行動変容を醸成し支援
することが社会教育に求められる役割。

城北地区公民館
・生涯学習活動の拠点
・コミュニティ活動の拠点

行
政
へ
の
パ
イ
プ
役

地域課題解決型
学習の推進



公民館は、本来、住民同士が「つどう」・「まなぶ」・「むすぶ」 ことを促し、
人づくり・地域づくりに貢献する場所 【施設】

＊文部科学省生涯学習政策局社会教育課作成資料より抜粋

【公民館職員の主な職務】
・公民館が主催する社会教育事業の企画・実施
・個々の住民や住民のグループなどに対する情報提供や学習相談
・社会教育活動を行う団体に対する学習スペースの提供
・地域における住民同士、あるいは団体同士の連携の促進



城北のまちづくり

城北まちづくり
協議会

各種団体

城北地区
自治連合会
【２１町内住民約10000人】

城北地区公民館
・地域の生涯学習活動の拠点
・地域コミュニティ活動の拠点

鳥取市(行政）
人的・財政的支援

持続可能なコミュニティの拠点として

公民館を位置づけ地域密着型運営(業務)
を可能にする。（各種団体事務の一部を担当）

持
続
可
能
な
「コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」支
援

・自治会（２１の町内会）
・体育会
・社会福祉協議会（隣組福祉員等）
・青少年育成城北地区連絡協議会
・城北地区子ども会指導者連絡協議会
・城北地区老人クラブ連合会
・城北地区健康づくり推進員協議会
・城北地区民生児童委員協議会
・城北地区食生活改善推進員協議会
・城北地区人権教育推進協議会
・城北地区生涯学習推進員
・城北地区防災会
・交通安全協会城北支部

側面的支援の充実
コーディネート機能

事業規模に
見合った支援

市とのパイプ役として「まちづくり協議会」を機能させてほしい ＊自治会との棲み分け

地域力活性化
の推進拠点

https://pbs.twimg.com/profile_images/514652976149835776/xnOWDiNg.png


地域の関係団体と連携
＊横のつながり

防災対策協議会 民生児童委員協議会
社会福祉協議会（愛の訪問員・となり組）
婦人の会 等

地域課題解決（要支援者対策）に向けた
コーディネート例 ①

民生児童委員協議会
【災害時における要支援者対応】
１）災害時要支援者への緊急情報の伝達と避難誘導 ＊まとめ役

①地震災害発生時の「声かけ行動」を統括：安否確認・避難誘導
＊「支援者」・「となり組」・「愛の訪問員」と連携して実施。

②「避難準備情報」「避難指示・勧告情報等の伝達」
避難の声かけ等 ＊個別伝達

２）災害による被害の拡大防止のための措置の実施 ＊要支援者住居訪問
①身の安全確保、落下危険物等の応急処置 ：二次的被害の防止
②初期消火 ＊必要に応じ、可能な限りの救助・救出活動

３）要支援者の町内支援者の連携（コーディネート） ＊まとめ役
①平時においても、「支援者」・「愛の訪問員」・「となり組」の、
ネットワーク（連携）を機能させて要支援者の見守り活動

（名簿等に基づく見回り）と情報共有等のまとめ役。
４）災害時要支援者支援体制〈本部〉の確立 ＊パイプ役

①城北地区防災対策協議会・行政（福祉保健部）との連絡調整
②安否（避難状況）。
③要支援者の介護用物資・資機材等のニーズを把握し本部に報告。

５）福祉避難所等の受け入れ先の確保 ＊親族・施設との連絡調整
①城北地区の福祉避難所〈幸朋苑〉との連絡調整
②要支援者が普段利用している施設との連絡調整

６）避難・搬送の支援 ＊パイプ役
①避難先等との連絡調整・確保
②可能な限りの避難先への搬送、生命 維持等のための支援体制確立
・応急救護 ・補助器具、車等の手配

７）要支援者のニーズの把握（避難状況） ＊パイプ役
①障がい者用トイレ・畳・マット・間仕切り用パーテーションの確認
②避難場所への配慮（スペース確保） ・障がい種に対応



住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、住まい・予
防・医療・介護・生活支援が一体的に切れ目なく提供される地域包括ケアシステムの導入

公民館が「地域包括支援センターとのパイプ役」機能を担う

「予防重視型システム」
疾病予防・健康増進・介護予防

公民館を会場に
定期的に予防教室開設
疾病予防・健康診断・健康増進・介護予防

公
民
館
に
行
け
ば
、

福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

い
つ
で
も
話
が
出
来
る
。

行政相談の場の提供
（身近な相談窓口）

地域力活性化の推進拠点例①
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鳥取市に支援いただきたいこと

ア 減災機能を完備するための備品購入の助成増額
■現在の自主防災会連合会助成要件の見直しと緩和（事業規模に見合った助成）

イ「まちづくり協議会」事務局の充実《まち協の役割の明確化》
■まち協に、地域活動と住民を有機的に結びつけるためのコーディネート機能を明確に位置づけ「地域密着
型運営(業務)」を可能とし、事業内容・業務規模に見合った公民館スタッフの人数・経済的支援の基準の見直
し(緩和)をしてほしい。

ウ 公民館事業全体の見直し(公民館の役割の明確化）
■社会教育（生涯学習）の中核施設として、「いつでも」・「どこでも」・「だれでも」・「何でも」と

いう理念を実現することが重要で、そのための公民館事業の見直し（評価）をしてほしい。
館長・主事・運営委員等の公民館運営スタッフのあり方はもちろん、より多くの住民の利用を保障するた

めの施設機能の充実、地域活動への参画をコーディネートする業務の推進を図ってほしい。

エ ２年後に建設される公民館施設を、「活かすも」「殺すも」交通アクセスの利便性にかかっている。
■地域住民の署名請願書を重く受け止め、信号機付き横断歩道が設置されるよう、市行政としても警察・国
土交通省へ積極的に働きかけ、是非ともこれを実現してほしい。

オ 「安全・安心、城北健康寿命日本一」への取り組みへの支援
■持続可能なコミュニティにするための先行投資として公民館機能を見直し、住民の心身の健康増進・維

持活動、安全・安心を担保する減災機能を完備した公民館施設となるよう尽力していただくことを切にお願
いしたい。



自信と誇り・夢と希望にみちた城北のまちづくり

住民の生活の質の向上と幸せ度アップ

財政の健全化と信頼度アップ

協働のまちづくりの取り組み・・・。

おわり

https://pbs.twimg.com/profile_images/514652976149835776/xnOWDiNg.png
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２０１３年８月１日
１日降水量114.0ｍｍ
最大１時間あたり 42.5ｍｍ
最大１０分間あたり 16.5ｍｍ



１日降水量114.0ｍｍ
最大１時間あたり 42.5ｍｍ
最大１０分間あたり 16.5ｍｍ



（公民館の事業）
第二二条 公民館は、第二十条の目的達成のために、おおむね、左の事業を行う。但
し、この法律及び他の法令によって禁じられたものは、この限りでない。
一 定期講座を開設すること。
二 討論会、講習会、講演会、実習会、展示会等を開催すること。
三 図書、記録、模型、資料等を備え、その利用を図ること。
四 体育、レクリエーション等に関する集会を開催すること。
五 各種の団体、機関等の連絡を図ること。
六 その施設を住民の集会その他の公共的利用に供すること。

社会教育法 第五章 公民館

（公民館の職員）
第二七条 公民館に館長を置き、主事その他必要な職員を置くことができる。
２ 館長は、公民館の行う各種の事業の企画実施その他必要な事務を行い、所属職員を監督する。
３ 主事は、館長の命を受け、公民館の事業の実施にあたる。

（目的）

第二〇条 公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育、学術及び文
化に関する各種の事業を行い、もつて住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の
振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。

http://www.houko.com/00/01/S24/207.HTM#020


（運営の状況に関する評価等）
第三二条 公民館は、当該公民館の運営の状況について評価を行うとともに、その
結果に基づき公民館の運営の改善を図るため必要な措置を講ずるよう努めなけれ
ばならない。

（ウ）地域の各種団体等の活動支援（「まちづくり協議会（仮称）」と各種団体の支援）
＜「まちづくり協議会（仮称）」の組織化支援＞
・「まちづくり協議会（仮称）」の組織化に向けた団体間との連絡調整
・ 「まちづくり協議会（仮称）」の事務局として設置し、「地域コミュニティ計画」の作成や、地域の特性を生かした
事業などを支援
＜各種団体等の活動支援＞
・各種団体の自主活動の側面的支援（連絡調整や備品の管理など）
・自治会など各種団体への加入促進（公民館だよりの配布など）
・「団体用情報ボックス」 、「情報交流掲示板」の設置と活用
・コピー機や印刷機の活用 ↓（次ページへ続く。）

◎地区公民館の活用策と今後のあり方について【中間まとめ】 《抜粋》

市とのパイプ役として「まちづくり協議会」を機能させてほしい ＊自治会との棲み分け



城北校区の喫緊の課題
《鳥取市第10次総合計画の推進》

政策１ 暮らしの安全を守るまちづくり

安全・安心
な城北

緊急避難場所の充実(共助）

地域防災力の向上

城北地区の防災施設の点検・防災資源の活用
（避難所マニュアル・避難計画作成）

防災意識(自主防災会の啓発研修）

４ 安全・安心なまち

安心度 行政の
信頼性

地域防犯力の向上
パト・ライトじょうほく、愛のパトロール,
青パト巡回パトロール

地域の交通安全 当番制での見守り活動(交差点）
「交通安全城北支部」の献身的な活動

鳥取警察署移転後
の地域の防犯

地域の役割

https://pbs.twimg.com/profile_images/514652976149835776/xnOWDiNg.png


高齢化の進行
安全〈防災〉に対する不安
連帯感や公共心の希薄化
子育てへの不安(託せる場）
手狭な拠点施設〈公民館〉

地域防災の充実

地域福祉の向上

限られた財源の
中から鳥取市が

未来投資

地域ニーズを踏まえた地域活動
（人・知恵・心意気）

地域密着型 拠点施設

財政の
健全化

生活の質
の向上健康寿命

の延伸
安心度・住み心地度
・幸せ度アップ

コミュニティの
健全化

市民の付託に
こたえる行政

城北地区
協働のまちづくりプラン

解決

結果

いつまでも暮らしたい
誰もが暮らしたくなる城北

「生涯学習」「地域福祉」と「子育て」・
「防災」の拠点施設

城北公民館 地域活動を
コーディネート

身近な相談窓口
（行政とのパイプ役）

https://pbs.twimg.com/profile_images/514652976149835776/xnOWDiNg.png

